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字の書き方教室が毎月1回実施されていますが、子ども達の目は真剣そのものです。 

先日、4 歳児の子ども達が先生のお話をジッと聞き入り、筆を持ち「上から下へ」「右上から下へ」「左から

右下へ」という言葉を聞きながら筆を走らせていました。言葉を聞きながらその所作を行う事は子どもたち

にとっては挑戦ですね。じっくりと物事に関わる子どもの目は真剣そのものです。そして、ダイナミックに

筆を動かしのびのびと描いている子ども達の姿は圧巻そのものでした。 

自分の気持ちを紙面に思い切り表現できる環境は、失敗とか成功といった言葉は当てはまりませんね。 

子ども達は何度でも挑戦し獲得していく力を育んでいることを実感しました。 

そして、保育者は常に子どもの伴走車として「見てるよー」「わかってるよー」という気持ちで子どもの気持

ちを受け止めていきたいと思います。 

今月は水に触れて遊ぶ機会や七夕・夏祭りの夏ならでは行事を 

行っていきます。水遊びやプール遊びでは安全を十分に配慮し実施していきます。 

保護者の皆様には、検温などの記載をお願いいたしますが、共に健康面や安全の配慮をお願いし、楽しい夏

を過ごしていきましょう。 

                                  副園長 上田 洋子 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

7月は七夕で始まりますね。 

♪七夕の言い伝えの始まりはじまり～♬ 

むかーしむかし、あるところに、神様の娘の織姫と、若者の彦星がおりました。 

織姫は機織りの仕事をして働き者です。彦星は牛の世話をしているしっかり者でした。 

やがて2人は結婚しました。 

すると、今まで働き者だった２人は急に遊んで暮らすようになり、全く働かなくなってしましました。 

怒った神様は、２人の間に天の川を作って離してしましました。 

悲しみにくれた2人は泣き続けました。それを見た神様は、前のようにまじめに働いたら、1年に一度

だけ、2人を会わせてくれると約束しました。 

それから2人は心を入れ替えて一生懸命働くようになったのです。 

＝とっぴんひゃらんねっとっとー これでお話はおしーまい＝ 

ご家族でどんな七夕を迎えるのかな？ そして、どんな願い事を描くのかな～？ 

【子どものつぶやき】 

登園してきてすぐに保育者の肩に手をのせ「おつかれ～」と言ってくれたので「〇〇くんもおつかれさま」と言って

返すと「うーん、みんなおつかれ」と言ってお父さんが言っているみたいで思わず笑ってしまいました。 

 

保育園の玄関横の畑に、4 歳児・5 歳児が育てているトマ

ト・きうり・ナス等が生長しています。 

4 月に植えた夏野菜が子どもの成長と同じくすくすく育って

いることが重なることがあります。 

見守っていてくださいね。 

 

＊ぶどう組の胡瓜1本、6月中旬に収穫することができまし

た。 

 

 

 

７月の予定 

日（火）プール開き 

１２日（土）親子で収穫体験 

２１日（月）海の日 保育園休園日 

1６日（水）0歳児健診 

2４日（木）避難訓練 

2５日（金）夏祭り（子どものみ参加） 

 

８月の予定 

１１日（月）１１日山の日・振替休日 

２４日（土）避難訓練 

 

7月の園だより 

園だより 

6月中旬から真夏のような暑さが続いていますね。 

水の感触が大好きな子どもたちは、早々シャワーから始まり

7月は楽しい水遊びと開放的な活動が展開されます。 

熱中症を意識しての活動を心がけていきたいと思います。 


